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１． 四半期業績の概況の作成等に係る事項 
売上高の会計処理の最近連結会計年度における認識の方法との相違の有無 ： 無 

 
２． 平成 16年 3月期第 1四半期業績の概況（平成 15年 4月 1日～平成 15年 6月 30日） 

(1)業績の概況 

 売 上 高(百万円) 経 常 利 益(百万円) 

16年 3月期第 1四半期 16,777 18 
(参考)15年 3月期第 1四半期 18,774 △ 525 

(参考)15年 3月期 73,554 980 

(注)当社グループでは当第 1四半期より「四半期業績の概況」の作成を開始したため、 

平成 15年 3月期第 1四半期の業績は当四半期と同様の方法により算出した数値を参考として記載しました。 

 

[連結業績に関する補足説明] 
当第１四半期におけるわが国経済は、株式市況の回復傾向など一部には明るさも見えましたものの、

デフレの継続、個人消費、雇用環境の低迷に加え、米国経済の減速など世界経済に対する先行き不安も

あり、総じて停滞感の強い状況で推移しました。 
このような環境下、当社グループは経営的課題への対応を前期までに完了し、更なる経営改善に向け、

全力をあげて取り組みました。その結果、売上高は前年同期に比べ約 10.6%減となりましたが、これは

割賦金融事業の営業譲渡（前年 7月）により今期の当該売り上げが無くなったこと、及び期間の為替円

高（ＵＳ＄は前年同期比 10.2%上昇）による換算上の減少によるものが主な要因であり、主力の楽器の

販売数量は前年と同水準にあります。 
損益につきましては、厚生年金基金解散（前年 9月）に伴う退職給付費用等人件費の減少、またその

他の管理費の効率化等により、経常利益において前年同期に比べ大幅な改善となりました。 
以上のとおり、前年同期比では売り上げを始め変動がありますものの、当期の計画に対しては概ね予

定通りに推移しております。 

 

(2)当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 
  特に記載すべき事項はありません。 

 
３． 平成 16年 3月期の連結業績予想（平成 15年 4月 1日～平成 16年 3月 31日） 

 売 上 高(百万円) 経常利益(百万円) 当期純利益(百万円 ) 
中  間  期 34,400 800 300 
通    期 70,800 2,700 1,500 

（参考）1株当たり予想当期純利益（通期） 20円 83銭 

 

[業績予想に関する定性的情報等] 
 第１四半期の経営成績は概ね当初予想どおりに推移しており、平成 15年 5月 23日に発表いたしまし

た平成 16年 3月期の業績予想に変更はありません。 
※ 上記予想につきましては、現時点で入手可能な情報や事業計画等をもとに判断したものであ 
  り、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

  以 上 


